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照

和

明
恵
の
仏
教
は
、
そ
の
顕
密
融
合
的
な
性
格
の
故
に
、
核
心
を
把
み

得
て
い
な

い
の
が
現
状

で
あ
る
。

こ
の
故
に
か
、
明
恵
に
つ
い
て
の
研

究
の
多
く

は
伝
記

・
歌
集

・
夢
之
記
等
を
中
心
と
し
て
展

開

し

て

い

て
、
明
恵

の
仏
教
を
思
想
的
に
直
蔵
に
解
明
し
た
論
文
は
少
な
い
。
本

論
孜
は
、
明
恵

の
仏
教

の
思
想
的
解
明
と
い
う
研
究
課
題

の
三
環
と
し

て
、
彼
の
仏
教
の
本
質
を
形
成
す
る
も

の
は
何
で
あ
る
か
を
明
き
ら
か

に
す
る
も

の
で
あ
る
。

伝
記
等

を

三
見
す
れ
ば
、
明
恵

の
仏
教
は
常
に
実
践
的
求
道
の
様
相

に
色
彩
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

で
は
彼
の
仏
教
を
し
て
実
践
的
な

も
の
た
ら

し
め
て
い
る
、
そ
の
実
践
原
理
と
は
如
何
な
る

も

の

な

の

か
。
そ
れ

は
釈
尊
思
慕
に
よ
る
戒
定
慧
三
学
の
実
践
で
あ
り
、
特

に
禅

・
観
が
原
理
的
立
場
を
占

め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
周
知
の

「
明
恵

樹
下
坐
禅
像
」
(成
忍
筆
)
の
坐
禅

の
姿
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た

伝
記
に
も
、
明
恵
自
身
が
禅
観
を
仏
道
の
本
質
的
な
も

の
と
考
え
て
い

た
こ
と
を
知
り
得
る
記
述
が
あ
る
。

ニ

ニ

ク

ヒ

ス

ヲ

ヲ

ム

ニ

然
恵
学

ノ
輩

ハ
国
、ミ
チ
テ

踵

継

ケ
リ
ト
イ

ヘ
ト

モ
、
定
学
好
人
世

マ
レ

ヲ

ナ
リ
、
行
解

ノ
知
識

ス
テ

ニ
カ
ケ
、
証
道

ノ
入
門

拠
失

ヘ
リ
(『仮
名
行
状
』

五
十
三
頁
)

こ
の
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
明
恵
は
仏
教
の
習
学
上
、
禅
観
を
教
理

の

習
学
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
実
践
原
理
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
故
に
禅
観
方
軌

の
探
求

・
模
索
に

向
い
、
更
に
は
こ
れ
に
よ
る
証
悟
を
目
指
し
た
。
従

っ
て
明
恵

の
仏
道

に
お
け
る
禅
観
方
軌
探
求
の
諸
様
相
を
解
明
す

る
こ
と
は
、
正
に
明
恵

の
仏
教
を
明
確
に
把
握
す
る
第

一
歩
と
言
え
る
。
こ
の
禅
観
方
軌
探
求

ニ

ヲ

ニ

の
様
相
は
、

「
十
八

・
九
歳

ノ
比
ヨ
リ
、

習
学

ノ
イ
ト
マ
ノ
隙
心
禅
門

ニ

ノ

ヲ

カ
ケ
、
大
小
乗
ノ
教
門
ヨ
テ
禅
観
方
軌
尋
ネ
ト

ム
ラ
フ
」
(前
同
)
の
如

き
で
あ

っ
た
。
以
下
禅
観
方
軌

の
探
求
及
び
そ
の
修
習
の
諸
様
相
を
述

べ
る
。
建
久
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
、
曇
摩
蜜
多
訳

『
五
門

禅

経

要

用

法
』
・
仏
陀
践
陀
羅
訳

『
達
磨
多
羅
禅
経
』
・
羅
什
訳

『
坐
禅
三
昧
経
』

に
よ

っ
て
坐
禅
思
惟
す
る
。
ま
た
正
治
三
年
に
は
、
『
五
門
禅
経

要

用

法
』
『
坐
禅
三
昧
経
』
等
に
よ

っ
て
修
定
し
、
入
聖

の
方
法
を
模

索

し

て
い
る
。
今
述
べ
た
所
の
諸
経
典
は
禅
経
典
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

こ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
省
第

三
號

奉
成
元
年
十
二
月
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れ
ら
経
典

の
所
説
の
法
相
は
、
経
典
間
に
お
い
て
多
少

の
相
違
が
あ
る

も
の
の
、
大
旨
は
五
停
心
観

(五
門
禅
)
な
る
実
践
体
系
を
説
く
。

五
停

心
観
と
は
安
般
観

(数
息
観
)
・
不
浄
観

・
慈
心
観

・
因
縁
観

・
念
仏
観

で
あ
る
。

明
恵

は
こ
の
法
門
に
よ
っ
て
修
禅
し
、
入
聖
の
方
法
を
模
索

し
た
。
ま
た
明
恵
は
建
久
二
年
に
、
羅
什
訳

『禅
法
要
解
』
二
巻
を
書

写

(自
筆
本
、
花
園
大

・
今
津
文
庫
蔵
)
し
、
更
に
こ
れ
を
披
覧

し

て
心

を
養

っ
て
い
る
。
こ
の

『
禅
法
要
解
』
に
よ
る
修
禅
の
事
蹟

は
、
伝
記

等
の
諸
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
経
典
の
書
写
及
び
披
覧

に
よ
る
養

心
の
行
為
は
、

一
連

の
禅
経
典
に
基
ず
く
修
禅

に
専
念
し
て

い
た
こ
と
と
、
相
い
連
な
る
行
為
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

な
お
後
年
に
盛
ん
に
実
修
さ
れ
た
仏
光
三
昧
観

に
お
い
て
も
、
禅
経

典
の
明
恵

の
禅
観
修
習
上
で
の
重
要
さ
は
失
な
わ
れ
て
い
な
い
。
た
と

え
ば

『秘
宝
蔵
』
巻
下
に
お
い
て
、
(
1
)
仏
光
三
昧
観
に
光
明
真
言
が
相

応
す
る
と

い
う
教
説
の
根
拠
を
、
沮
渠
京
声
訳

『治
禅
病
秘
要
法
』
巻

下
の
、
光
明
王
勝
憧
陀
羅
尼
と
禅
観
と
の
相
応
を
示
す
経

説

に

求

め

た
(大
正
七
二
・
九
三
下
)
。
(
2
)
仏
光
三
昧
観

の
伝
授
を
受
く
者
は
、
そ
の

前
行
と
し
て

『
治
禅
病
秘
要
法
』
巻
下
所
説

の
七
日
間
の
加
行
法

(数

息
観
↓
四
大
五
蕗
無
我
の
理
な
ど
を
観
ず
る
)
を
修
す
べ
き
と
す

る

(同
九

九
中
)
。
(
3
)
修
道
上
に
お
け
る
魔
鬼
障
難
の
滅
除
の
方
法
と
し
て
、
『
治

禅
病
秘
要
法
』
巻
下
の
繊
悔
の
法
を
示
す
(
同
九
四
上
)
。
ま
た

『
解
脱

門
義
』
で
は
、
修
禅
を
な
す
者
は
財
色
二
欲
か
ら
の
離
脱
を
な
す
べ
き

と
し
て
、
仏
陀
波
利
説

『
修
禅
要
訣
』
の
大
乗
の
空
法
に
入
る
説
を
示

す

(同
八
三
下
)
。
し
か
し
仏
光
三
昧
観
実
践
に
関
連
し
て
、
よ
り
密
接

な
る
関
係
を
有
す
る
の
は

『
五
門
禅
経
要
用
法
』

で
あ

る
。
そ

れ

は

『
冥
感
伝
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
明
恵

は
承
久
二
年
八
月
七

日
に
仏
光
三
昧
観
修
習
に
よ

っ
て
好
相
を
得
た
。

こ
の
好
相
が
同
経
所

説
の
念
仏
三
昧
の
境
界
と

一
致
す
る
こ
と
を
覚
知

し
た
こ
と
に
よ
る
。

次
に
実
修
さ
れ
た
の
が
真
如
観
で
あ
る
。
最
初

は
建
久
四
年
で
、
華

厳
宗
興
隆
と
い
う
公
請
の
た
め
に
東
大
寺
に
赴
む

い
た
際
に
実
修
さ
れ

た
。
次
い
で
道
英
が
華
厳
経
及
び
大
乗
起
信
論
に
よ

っ
て
結
業
禅
諦
す

る
と
い
う
事
蹟
を
、
『華
厳
経
伝
記
』
か
ら
知
り
得
て
、
此
の
事

蹟

を

尋
ね
よ
う
と
し
て
真
如
観
を
行
な
う
。
行
状
で
は
こ
の
真
如
観
の
内
容

を
、
大
乗
起
信
論
の
真
如
生
滅
二
門
及
び
随
流

・
返
流

の
教
門
に
よ
る

修
習
と
す
る
。
明
恵
は
建
久
六
年
五
月
七
日
神
護
寺
十
無
尽
院
に
て
、

『
華
厳
経
伝
記
』
を
書
写

(自
筆
本
、
今
津
文
庫
蔵
)
し
て
い
る
の
で
、
二

度
目
の
真
如
観
実
修

は
、
同
年
冬

に
紀
州
白
上
峰

に
隠
遁
し
て
い
る
事

蹟
を
考
え
併
せ
れ
ば
、

五
月
七
日
以
降
冬
ま
で
の
間
の
こ
と
と
な
る
。

建
久
六
年
冬
に
紀
州
白
上
峰
に
隠
遁
す
る
。
翌
七
年
同
所
に
て
、
十

地
品
初
地
文
の
読
調

・
了
解
、
次

い
で
禅
定
修
習

・
三
昧
発
得

に
よ

っ

て
、
金
師
子
に
騎
乗
す
る
文
殊
師
利
が
虚
空
中
に
顕
現
し
た
の
を
感
得

す
る
。
こ
の
感
得
は
三
昧
発
得
に
よ
る
出
来
事
で
あ
る
が
、
同
時

に
禅

観
修
習
に
起
因
す
る
好
相
の
感
得
で
も
あ
る
。
こ
の
禅
定
修
習
↓
三
昧

発
得
=
文
殊
顕
現
感
得
に
お
い
て
、
三
昧
発
得
を
惹
起
し
た
禅
定
は
何

な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
行
状
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
通
常
十
地
に
お
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い
て
修
す

る
禅
定
は
首
楊
厳
三
昧
で
あ
り
、

こ
れ
は
般
若
波
羅
蜜
を
実

現
す
る
強
力
な
行
法
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
『夢
之
記
』
で
は
、
無
相
観

の
修
習
に
よ

っ
て
文
殊
顕
現
の
感
得
が
あ

っ
た
と
言
う
。
こ
の
無
相
観

は

『
解
脱
門
義
』
で
は
、
第
八
地
以
前
に
修
し
、
第
八
地
で
は
こ
の
観

に
よ
り
て
所
知
障
中
の
作
加
行
障
を
断
じ
て
不
増
減
真
如
を
証
す
る
も

の
と
す
る
(大
正
七
二
・
七
六
上
)
。
こ
れ
は
般
若

の
智
慧
を
証
得
す
る
行

で
あ
る
。
従

っ
て
般
若
波
羅
蜜
行
を
内
容
と
す
る
無
相
観
を
、
究
尽
し

た
所
に
三
昧
発
得
が
起

っ
た
。
三
昧
発
得
と
は
、
仏
智
慧
の
体
得
で
あ

る
。
故
に
三
昧
発
得
を
起
因
と
し
て
、
智
慧
を
本
質
と
す
る
文
殊
師
利

が
金
師
子
に
騎
乗
し
て
虚
空
中
に
顕
現
す
る
と
い
う
好
相
の
感
得
は
、

必
然
的
に
起
こ
り
得
る
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
文
殊
顕
現
感
得
は
、

仏
智
慧
体
得
の
証
し
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
感
得
に
は
、
明
恵
が
常
に

ノ

ニ

ノ

ヲ

ノ

ヲ

メ

ノ

壊
い
て
い
た
意
識

(「
必
文
殊
威
神
ヨ
テ
如
実
正
智
エ
テ
仏
意
源
底
極
、
聖
教

の

ヲ

深
旨
サ
ク
リ

エ
ム
事
ヲ
ノ
ソ
ム
」
『仮
名
行
状
』
十
六
頁
)
が
、
何
等
か
の
作

用
を
及
ぼ
し
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
伝

承
に
よ
る
と
、
明
恵
は
こ
の
文
殊
顕
現
感
得
の
際
に
、
文
殊

師
利
か
ら

「
持
戒
清
浄
印
明
」
を
授
か

っ
て
い
る
。
こ
の
印
明
に
つ
い

て
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
数
通
の
印

信

の
う

ち
、
湛
容
ー
高
恵
と

相
承
さ
れ

た
印
信
に
次
の
様
に
記
す
。
「上
人
於
二紀
州
白

上

峰

一修
行

某
三
昧
令
二発
得

-之
剋
文
殊
大
聖
影
コ降
松
樹

一告
二
上
人
一言
末
代
四
部

弟
子
悉
破
戒
不
浄
若
有
二
破
戒

一則
三
昧
不
レ
現
須
下
結
二
諦
此
印
明
一令
二

戒
本
具
足
清
浄

一方
修
申
習
彼
三
昧
上
即
授
二上
人
一了
」
(金
沢
文
庫
研
究
三

一
九
号

・
二
下
)
。
こ
れ
は
持
戒
清
浄
印
明
の
結
諦

に
よ
る
持
戒
と
、

こ

れ
に
基
ず
い
て
禅
定
修
習

・
三
昧
発
得
、
更
に
仏
智
の
体
得
を
目
指
す

こ
と
が
、
同
印
明
の
功
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

従

っ
て
明
恵
が
こ
の

印
明
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
の
仏
道
が
戒
定
慧
三
学
を
基
盤
と
し

て
展
開
し
つ
つ
も
、
と
り
わ
け
禅
観
の
修
習
が
実
践

の
原
理
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。

建
保
三
年
頃
か
ら
、
円
覚
三
昧

(円
覚
経
に
基
ず
く
)
を

行

じ

て

い

る
。
こ
れ
に
は
、
普
眼
章
及
び
弁
音
章
の
所
説
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

前
者
に
は
(
1
)
同
章
所
説
の
四
大
和
合
等
の
観
門
に
よ
る
観
想
思
惟
、
(
2
)

宗
密

『
円
覚
経
略
疏
註
』
等
の
同
章
解
釈
に
示
さ
れ
る

「
尋
思
如
実
観

乃
至
三
重
法
界
観
」
の
観
行
で
あ
る
。
後
者
は
同
じ
く

『
円
覚
経
略
疏

註
』
等
の
解
釈
に
示
さ
れ
る

「
三
観
二
十
五
輪

の
方
軌
」
に
よ
る
円
覚

性
を
観
ず
る
観
行
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
恵
が
専
精

に
行

な

っ
た

の

は
、
普
眼
章
に
依
拠
し
た
円
覚
三
昧
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
(
1
)
は

『円
覚

経
略
疏
註
』
巻
下
之
二

(大
正
三
九

・
五
六
九
下

五
七
〇
上
)
の
解
釈
を

通
し
て
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
で
は

「
円
覚
経
に
は
作
止
任

滅

の

四
病
を
除
く
を
師
と
せ
よ
」
(岩
波
文
庫
本
二
〇
七
頁
)
と
説
示

さ

れ
、

『
栂
尾
御
物
語
』
巻
中
で
は

「
円
覚
経
初
心
頓
悟
離
二
四
病

幽事
」
(仏
全

四
二
・
二
八
下
)

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、

禅
観
実
修
上
重
要
な

実
践
項
目
と
把
握
し
て
い
た
。
(
2
)
の
観
門
は
の
ち

に

『
仏
光
観
法
門
』

の
観
門

(仏
光
観
+
法
界
観
)
を
構
築
す
る
際

の
、
教
理
的
観
門
的
基
盤

と
な
る
。
更
に
所
証

の
面
か
ら
見
れ
ぽ
、

円
覚
三
昧
を
重
重
の
観
智
を

明
恵
の

「禅
観
」
研
究
序
説

(柴

崎
)
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明
恵
の
「禅
観
…」
研
究
序
説

(柴

崎
)

起
こ
す
も

の
と
し
て
、
華
厳

の
法
界
観
や
真
言

の
字
輪
観
と
同

二
と
す

る
(『秘
宝
蔵
』
大
正
七
二
・
九
二
中
)
。
ま
た
同
三
昧
の
大
円
覚
性
普
遍
融

通
す
る
義
を
、
華
厳

の
六
相
円
融
十
玄
具
足
、
密
教
の
六
大
無
擬
四
慢

不
離
の
義
と
共
に
入
我
我
入
の
義
を
示
す
も
の
と
な
す

(同
九
八
中
)
。

次
に
唐
代
以
降
、
円
覚
経
と
共
に
禅
経
典
と
目
さ
れ
た
首
楊
厳
経
に

対
す
る
明
恵
の
対
処
の
仕
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
彼
の
著
作

に
見
れ
ぽ
、

『
光
顕
砂
』
巻
下

(仏
全

三
三
.
二
〇
五
下

二
〇
六
上
)
と

『
秘
宝
蔵
』
巻
下

(大
正
七
二
・
九
七
下
)
に
同
経
を
引
用
す
る
の
み
。

こ
の
外
に
は
、
明
恵
が
首
樗
厳
経
を
積
極
的
に
用
い
た
形
蹟
は
見
ら
れ

な
い
。
し
か
し
南
北
朝
頃
の
成
立
と
さ
れ
、
そ
れ
以
後
世
間
に
流
布
し

た

『栂
尾
明
恵
上
人
伝
記
』
に
は
、
「
上
人
首
楊
厳
経
を
披
き
見

給

ひ

て
、

三
代
聖
教
の
眼
目
也
云
ヒ
」
(岩
波
文
庫
本
一
六
一
頁
)
と

し

て
、
明

恵
が
首
榜
厳
経
を
凝
視
し
て
い
た
か
の
如
き
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
伝

記
の
原
型
と
さ
れ
る
喜
海
撰

『
明
恵
上
人
仮
名
行
状
』
に
は
見
ら
れ
な

い
。
恐
ら
く
南
北
朝
以
後
の
禅
林
に
お
け
る
、
明
恵
に
対
す
る
関
心
が

反
映
し
て
な
さ
れ
た
附
加
と
言
え
よ
う
。

承
久
二
年
六
月
頃
、
新
渡
の
李
通
玄
の
著
作

(同
法
の
行
弁
が
将
来
し

た
宋
版
大
蔵
経
に
所
収
の
合
論
.
決
疑
論

・
十
明
論
)
に
お
け
る
仏
光
観
の

文
、

及
び
彼
の
事
蹟
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
修
し
て
い
た
円

覚
三
昧
を
や
め
仏
光
三
昧
に
か
わ

っ
た
。

こ
れ
以
後
百
余
日
の
問
、
仏

光
三
昧
観

の
実
修
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
実
修
の
間
に
、
仏

光
三
昧
観

の
方
軌
と
し
て
の

『仏
光
観
法
門
』

一
巻
や
、
仏
光
三
昧
観

を
導
入
し
て
実
践
的
教
理
体
系

の
構
築
を
計

っ
た

『解
脱
門
義
』
二
巻

を
撰
述
し
て
い
る
。

寛
喜
四
年

二
月
十
日
、
明
恵
は
年
来
所
求

の
法
門

は

「
甘
露

生

三

昧
」
で
あ
る
こ
と
を
覚
知
す
る
。
こ

の

甘
露
生

三
昧
は
、
『
大
日
経
』

転
字
輪
漫
茶
羅
行
品
(大
正
一
八
・
二
二
中
)
、
二
行
撰

『大
日
経
疏
』
巻

十
二

(大
正
三
九

・
七
〇
八
上
)
に
説
か
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
甘
露
生

三
昧
の
覚
知
は
、
三
河
法
印
行
遍
に
法
門
を
説

い
て
い
る
間
に
起
こ
っ

た
。
そ
の
法
門
と
は
三
科
及
び
大
乗
の
妙
理

(中
道
。
実
相
.
理
事
相
即
.

事
事
円
融
等
の
法
門
)
は
、
我
法
二
空
上
の
建
立
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
明
恵
は
、

二
切
の
法
門
を
二
空
所
顕

の
理
と
し
て
見
据
え
、

そ
し
て
こ
の
道
理
を
甘
露
生
三
昧
と
把
握
し
た
の
で
あ
る
。

従

っ
て
十
八

・
九
歳
の
頃
か
ら
探
求
し
続
け
た
禅
観
の
方
軌
は
、
明

恵

の
仏
道

の
進
趣
の
過
程
に
即
し
て
、
五
停
心
観
↓
真
如
観
↓
華
厳
所

軌
の
円
観

(『唯
心
観
行
式
』
等
)↓
円
覚
三
昧
観
↓
仏
光
三
昧
観
と
い
う

形
を
取
り
実
修
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
実

修
に
よ

っ
て
求
め
ら
れ

た
所
証
は
、
我
法
二
空
の
体
得
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
晩
年
に
至

っ
て
、

甘
露
生
三
昧
と
把
握
さ
れ
た
。
明
恵
が
こ
の
甘
露
生
三
昧
を
年
来
所
求

の
法
門
と
覚
知
し
た
こ
と
は
、
彼
の
禅
禅
修
習

を
基
軸
と
し
て
求
め
た

所
の
証
悟
の
、
そ
の
帰
着
す
る
所
が
密
教
の
法
門
で
あ

っ
た
こ
と
を
、

我

々
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ

ド
>

禅
観
、
三
昧
発
得
、
甘
露
生
三
昧(花
園
大
学
講
師
)
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